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セミナーの内容は、
こちらのピンク枠
内(4:3)に

ご記入ください。

内容部分

1. 建築概要
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内容部分

建築地 10.3ha
住宅地

須磨海水浴場

JR須磨海浜公園駅

国道2号線

整備前の敷地状況

長く市民に親しまれてきた水族館

1957年 水族館開園 1987年 海浜公園として再編

整備前の敷地状況

1. 建築概要
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セミナーの内容は、
こちらのピンク枠
内(4:3)に

ご記入ください。

内容部分

本文の内容をご記入ください。

２F デッキ

1F レストラン他

２,３F デッキ

1F ショップ他

View
(海への眺望)

公園利用者

総延床面積：約24,000㎡  

プラザ

View

View

View

接続ブリッジ

メインエントランス

松林の保存

須磨の自然を挿入

国道から見え
る風景を刷新

1. 建築概要
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デザインコンセプト

水族園らしいわくわくするファサード

白園地全体につながる「白」を基調した外壁と生物の変化を表現する躍動感のある曲面屋根

1. 建築概要
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団体客（入退場）

エントランス

メインプール

サブプール

ブリーディングプール

メディカルプール

スタンドに向かう動線

オルカテラス

観客席
（収容数：約2500人）

４F

３F

２F

１F

退場
入場

オルカスタジアム

平面計画

オルカショップ

オルカラボ

オルカレストラン

オルカホール

４F

３F

２F

１F

1. 建築概要
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建物規模 ：地上4階、地下１階

構造種別 ：RC造・S造(大屋根)

構造形式 ：耐震構造

架構形式 ：耐震壁を有するラーメン構造

基礎形式 ：直接基礎

計算ルート ：ルート3

オルカスタジアム
構造概要

2. 構造概要
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屋根架構の構成

2. 構造概要
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屋根の規模、主要断面構成

約47m

約
2

4
m

(上屋根)

トラス梁 上下弦材 H-194×150×6×9（SM490A）

トラス梁 斜 材 L-100×75×10 （SS400）

先端直交トラス 上下弦材    H-340×250×9×14（SM490A）

先端直交トラス 斜材      H-125×125×6.5×9（SM490A ）

先端柱 ○-609.6×22（STKN490B）

水平ブレース ○-139.8×6  （STK490）

鉛直ブレース ○-216.3×12.7（STK490）

2. 構造概要
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01

直交トラスとRトラスを組み合わせた２方向トラス架構

01

Rトラス

オルカ棟屋根鉄骨架構パース

直交トラス

2. 構造概要
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水勾配

２つの役割をもつトラス架構

曲面の折板を支持する多角形形状のトラス 1/50の水勾配を確保
R形状製作時のテンプレート

Rトラス

水勾配

直交トラスRトラス

直交トラス

剛性の高い方向→折板スパン方向（直交トラスで水勾配を確保）

2.6m

2.6m

剛性の低い方向→折板の曲げ方向（Rトラス屋根の曲面を計画）

水勾配

2. 構造概要
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1. 複雑な形状についてモデル化

2. 形状変更に伴う、膨大な解析モデルの修正作業

3. 複雑な形状がゆえの膨大なレポート・図面（構造図、工作図）の作図手間

屋根架構の設計における課題

3. MIDASを活用した構造設計の紹介
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屋根架構の設計における課題

1. 複雑な形状についてモデル化

2. 形状変更に伴う、膨大な解析モデルの修正作業

3. 複雑な形状がゆえの膨大なレポート・図面（構造図、工作図）の作図手間

3. MIDASを活用した構造設計の紹介
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1. 複雑な形状についてモデル化

X軸、Y軸、Z軸の軸を設定し、グリッド上の節点を用いて解析モデルを定義 → 自由なモデル化ができない。

12 3

A
B

X

Y X

Y

Z

3. MIDASを活用した構造設計の紹介
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1. 複雑な形状についてモデル化

dxfなどCADの形状情報からのモデリング→軸という概念から解き放たれて屋根形状を検討可能

3. MIDASを活用した構造設計の紹介
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自由曲線

自由平面を投影して
切り抜く

一方向に押し出す

自由平面の切り取りにより生まれた
造形的な屋根形状

上屋根

下屋根1. 複雑な形状についてモデル化
折板の施工可能範囲での自由な屋根形状の検討

折板の製作可能でデザイン
を実現できる
自由曲線で屋根の曲率を
決定

折板の曲げ加工可能
r=半径２０ｍ

r=20m

屋根形状（断面）

曲げやすい

曲げにくい

一方向に押し出す

3. MIDASを活用した構造設計の紹介
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1. 複雑な形状についてモデル化
Rhinoceros+Grasshopperによる屋根鉄骨架構の生成

自由曲線
基点となる作業平面

再配置する作業平面

orient:
スタンド直交軸に
再配置する。

スタンド直交軸

Extrude:
自由曲面を押し出し

屋根外周の曲線
を抜き出し

Exprode:
曲線を分解

length :
曲線の長さを算出

Sort list :
Kに入力した数字の
順番にAを並び替え

List item :
特定の部分を
抜き出す
(i番目、i+1番目)

flipcurve :曲線の
向きを反転させるdivideLength:

指定の長さごとに分割

Line:線を引く

平面的に必要な
屋根範囲 Project:

Cに投影する図形
Bに投影される図形
Dに投影するベクト
ル

Surface Split:
Sに分割される図形
Cに分割する形

List item:
外周の形状
(特定の部分)を
抜き出す。

3. MIDASを活用した構造設計の紹介
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1. 複雑な形状についてモデル化
Rhinoceros+Grasshopperによる屋根鉄骨架構の生成

3. MIDASを活用した構造設計の紹介



26

1. 複雑な形状についてモデル化
Rhinoceros+Grasshopperによるトラス梁の分割数の変更

3. MIDASを活用した構造設計の紹介
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1. 複雑な形状についてモデル化
Rhinoceros+Grasshopperによるトラス梁の梁成の変更

3. MIDASを活用した構造設計の紹介
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1. 複雑な形状についてモデル化

2. 形状変更に伴う、膨大な解析モデルの修正作業

3. 複雑な形状がゆえの膨大なレポート・図面（構造図、工作図）の作図手間

屋根架構の設計における課題

3. MIDASを活用した構造設計の紹介
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2. 形状変更に伴う、膨大な解析モデルの修正作業

何度もモデルを作り変えて検証するのは大変→多くの時間を要する

dxf

3. MIDASを活用した構造設計の紹介
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CADのデータに対して独自に竹中オリジナルのスクリプト加えMIDASの入力データを作成できる環境を構築

→モデルの変更と同時に解析モデルの変更も完了、モデルの作り直し不要

mgt

2. 形状変更に伴う、膨大な解析モデルの修正作業

3. MIDASを活用した構造設計の紹介
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© MIDAS IT Co,. Ltd

2. 形状変更に伴う、膨大な解析モデルの修正作業

GTMコンポーネント
（竹中オリジナルスクリプト）

mgt生成実行ボタン

mgtファイルに統合

MIDAS入力モデル表示

3. MIDASを活用した構造設計の紹介
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MIDAS
エクスポート
（竹中オリジナルスクリプト）

スタンドモデル

屋根架構モデル

検討用モデル

2. 形状変更に伴う、膨大な解析モデルの修正作業

GTMコンポーネント
（竹中オリジナルスクリプト）

3. MIDASを活用した構造設計の紹介
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1. 複雑な形状についてモデル化

2. 形状変更に伴う、膨大な解析モデルの修正作業

3. 複雑な形状がゆえの膨大なレポート・図面（構造図、工作図）の作図手間

屋根架構の設計における課題

3. MIDASを活用した構造設計の紹介
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GTMコンポーネント
（竹中オリジナルスクリプト）

解析モデル
(構造検証モデル)

TSSコンバーター
（竹中オリジナルスクリプト）

施工モデル
(製作モデル)

構造図 構造計算書

部材位置情報を
平面化

解析結果を
出力

3. 複雑な形状がゆえの膨大なレポート・図面（構造図、工作図）の作図手間

基本設計

詳細設計

製作段階

3. MIDASを活用した構造設計の紹介
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01

報告書作成機能を利用したモデル図・解析結果図・検定比図の効率化

ドルフィンスタジアム オルカスタジアム

計算書の図出力ページ数 計算書の図出力ページ数

【モデル図 】

【結果出力図 】

3. 複雑な形状がゆえの膨大なレポート・図面（構造図、工作図）の作図手間

3. MIDASを活用した構造設計の紹介
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モデリング（修正）４

解析

イメージ抽出（手作業）

モデル図

結果出力図

イメージ挿入（手作業）

モデル図

結果出力図

イメー
ジの抽
出作
業が膨
大

設計変更

モデリング（修正）

解析

設計変更

手作業 報告書作成機能

>結果のイメージ枚数

>修正に伴う計算書出力回数

>報告書作成機能の効果計算書更新

計算書更新

手作業の場合

報告書作成機能の場合

作業の低減効果

3. 複雑な形状がゆえの膨大なレポート・図面（構造図、工作図）の作図手間

3. MIDASを活用した構造設計の紹介
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Drawingを利用した構造図作業の効率化
・iGenから3次元のDXFデータは書き出せるが、２次元に落とし込むことができない

・Drawingでフレームごとに芯線図を生成して、構造図面の下図として利用

3. 複雑な形状がゆえの膨大なレポート・図面（構造図、工作図）の作図手間

3. MIDASを活用した構造設計の紹介
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3. 複雑な形状がゆえの膨大なレポート・図面（構造図、工作図）の作図手間

設計初期

構造検討

ディテール検討

竣工

3. MIDASを活用した構造設計の紹介



session.4 

まとめ

竣工写真による建物紹介



404. まとめ



414. まとめ



424. まとめ



434. まとめ



444. まとめ



454. まとめ



464. まとめ



474. まとめ



484. まとめ



494. まとめ



504. まとめ



514. まとめ



524. まとめ



534. まとめ



544. まとめ



ご清聴
ありがとうございました
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